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12月
議 会

～第４回芝山町議会定例会のあらまし～

12
月
定
例
会
　
議
案
審
査

　
　
令
和
４
年
第
４
回
芝
山
町
議
会
定

例
会
︵
以
下
、
﹁
12
月
定
例
会
﹂
と
い

う
。
︶
は
、
12
月
５
日
に
招
集
さ
れ
、

12
月
９
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案

12
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
議
案
は
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し

ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、
町
内
全
域
路
線
維
持

補
修
事
業
、
自
立
支
援
事
業
、
地
籍
調

査
等
業
務
委
託
料
、
光
熱
水
費
、
会
計

年
度
任
用
職
員
に
係
る
共
済
組
合
負
担

金
等
総
額
７
６
４
３
万
2
０
０
０
円
を

追
加
す
る
令
和
４
年
度
芝
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算
︵
第
６
号
︶
等
の
11
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は

３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
﹁
騒
音

対
策
﹂
、
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
推
進
﹂
、

﹁
公
共
交
通
﹂
、
﹁
小
・
中
学
校
の

教
職
員
の
勤
務
状
況
﹂
、
﹁
公
立
中

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
﹂
、
﹁
有

害
鳥
獣
対
策
﹂
、
﹁
子
育
て
支
援

事
業
の
進
捗
と
来
年
度
の
計
画
﹂
、

﹁
芝
山
町
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定

に
向
け
た
事
業
の
進
捗
状
況
﹂
等
に

つ
い
て
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま

し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
11
議
案
が
そ
れ
ぞ

れ
採
決
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案

の
と
お
り
可
決
。
続
い
て
、
町
長
よ

り
１
件
の
追
加
議
案
の
芝
山
町
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

提
案
が
あ
り
同
意
し
ま
し
た
。

February
2023 ２

　成人年齢の改正後、初めて行われた
「二十歳の式典」。級友との再会を果た
し、各々が過ごした青春の日々の思い
出話に花を咲かせていました。

　

﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
第
１
３
７
号

︵
11
月
１
日
発
行
︶
19
ペ
ー
ジ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
頂
い
た
方
の

記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
誤
︶
山
崎
多
鶴
子
さ
ん

　
正
︶
鵜
澤
香
織
さ
ん

　
読
者
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
者
の

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正



Q【岩澤達弥議員】職員定数の改正は機構改
革とあわせて定数条例を出してはどうか。

A この時期に一度枠を取り、一年かけてしっ
かり機構改革の準備を致します。

Q【實川議員】職員定数の改正は、芝山町定
員管理適正化計画と整合性を図る必要があ

ると思うが、計画書は町長の決済が済んでいるか。

A 計画書に記載のとおりまだ案の段階です。

Q【岩澤達弥議員】道路橋梁費をこの時期に
増額しているが、年度内に工事の完了が見

込めるのか。

A 完了する見込みです。
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　現在、保育所において会計年度任用職員が募集
人員に対して応募者が少ないこと、また他の市町
村へ流出してしまうことで、保育所運営に問題が
生じているため、周辺自治体に比べ給与水準を上
げることで保育士の確保及び保育維持を目的とし
て改正。
　 経 験 年 数 ５ 年 未 満 15,000 円、 ５ 年 以 上
30,000 円を支給する。

　一般職の職員の給与に関する条例及
び芝山町会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議案第７号

　成田空港の更なる機能強化の推進、行政課　成田空港の更なる機能強化の推進、行政課
題への取組及び住民サービスを向上させるた題への取組及び住民サービスを向上させるた
め、また、町民税務部門、まちづくり部門、め、また、町民税務部門、まちづくり部門、
福祉部門及び教育部門等を強化する必要があ福祉部門及び教育部門等を強化する必要があ
るため、職員定数を１３０名から１４０名にるため、職員定数を１３０名から１４０名に
改める。改める。

　芝山町職員定数条例の一部を　芝山町職員定数条例の一部を
改正する条例の制定について改正する条例の制定について

議案第４号議案第４号

議 案 審 議

　主に町内全域路線維持補修事業、自立支援　主に町内全域路線維持補修事業、自立支援
事業（介護給付・訓練等給付）、地籍調査等事業（介護給付・訓練等給付）、地籍調査等
業務委託料、光熱水費、会計年度任用職員に業務委託料、光熱水費、会計年度任用職員に
係る共済組合負担金など。係る共済組合負担金など。

　令和４年度芝山町一般会計補正予算令和４年度芝山町一般会計補正予算
（第６号）（第６号）

議案第８号議案第８号

　価格高騰緊急支援給付金に要する予算。　価格高騰緊急支援給付金に要する予算。

　専決処分の承認を求めることに　専決処分の承認を求めることに
ついてついて

議案第２号議案第２号

　芝山町農業集落排水事業、公共下水道事業、共
同浄化槽事業及び簡易水道事業について、令和５
年度から地方公営企業法の財務規定等を適用し、
官庁会計から公営企業会計に移行するため、新た
に制定。

　芝山町公営企業の設置等に関する
条例の制定について

議案第３号

　地方公務員法等の改正を踏まえ、職員の定　地方公務員法等の改正を踏まえ、職員の定
年を引き上げるとともに、管理監督職勤務上年を引き上げるとともに、管理監督職勤務上
限年齢制及び定年前再任用短時間勤務制を導限年齢制及び定年前再任用短時間勤務制を導
入するため改正。入するため改正。

　芝山町職員の定年等に関する条　芝山町職員の定年等に関する条
例の一部を改正する条例の制定に例の一部を改正する条例の制定に
ついてついて

議案第５号議案第５号

12月定例会で審議された議案の中から注目の議案をご紹介します。
（議案採決Ｐ13）



　
９
月
に
公
表
さ
れ
た
『
新
し
い
成
田
空
港
』
構
想
検
討
会
の
開
催
を

前
に
、
10
月
13
日
全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
拡
大
空
港
対
策
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
か
ら
今
後
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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『新
し
い
成
田
空
港
』構
想
検
討
始
ま
る

『新
し
い
成
田
空
港
』構
想
検
討
始
ま
る

拡大空港対策委員会    eportRR

　

年
間
発
着
回
数
50
万
回
化
に
向

け
、﹁
C
滑
走
路
の
新
設
﹂、﹁
B
滑
走

路
の
延
伸
﹂、﹁
夜
間
飛
行
制
限
の
変

更
﹂と
い
う
３
つ
の
方
策
に
よ
り
更
な

る
機
能
強
化
を
図
る
成
田
空
港
︱
。

２
０
２
０
年
１
月
末
に
国
か
ら
航

空
法
の
変
更
許
可
が
下
り
て
以
降
、

２
０
２
８
年
度
末
の
完
成
に
向
け
て

様
々
な
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
２
０
２
２
年
９
月
に

︻﹃
新
し
い
成
田
空
港
﹄構
想
︼の
検

討
会
立
ち
上
げ
が
空
港
会
社
か
ら
発

表
さ
れ
ま
し
た
。機
能
強
化
後
の
旅

客
や
貨
物
な
ど
の
処
理
容
量
を
大
幅

に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、多
く
の
老

朽
化
し
た
施
設
や
開
港
当
初
の
ま
ま

の
施
設
配
置
を
整
備
・
再
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、災
害
時
の

運
用
や
脱
炭
素
へ
の
配
慮
な
ど
最
新

技
術
が
導
入
さ
れ
た
集
約
型
の﹁
ワ
ン

タ
ー
ミ
ナ
ル
﹂を
目
指
す
と
い
う
方
向

性
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
空
港
会
社
が
主
催
す
る
検
討
会
の

委
員
は
、空
港・航
空
専
門
家
な
ど
の

有
識
者
、国
土
交
通
省
、千
葉
県
、成

田
市
、芝
山
町
、多
古
町
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
拡
大
空
港
対
策
委
員
会
で

は
、﹃
新
し
い
成
田
空
港
﹄構
想
に
関

し
て
、そ
の
必
要
性
や
コ
ン
セ
プ
ト
が

示
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
、空
港
会

社
会
社
か
ら
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

現
時
点
で
は
、ま
だ
具
体
的
な
形
を

示
せ
る
段
階
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、議
会
か
ら
の
要
望
を
中
心
に
、主

な
質
疑
応
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。︵
議

長
は
空
港
対
策
委
員
長
の
平
山
議
員
、

答
弁
は
全
て
空
港
会
社
の
地
域
共
生

部
に
よ
る
も
の
で
す
︶



日
本
の
国
際
競
争
力
強
化
に
寄
与
し

　
　
　
地
域
と
の
一
体
的
な
発
展
を
目
指
す
空
港
へ
－芝山議会だより　No.138　R5.2.15

空
港
会
社
の
目
指
す
構
想
と
は

Q
【
小
嶋
議
員
】
あ
ら
ゆ
る
項
目

に
お
い
て
地
域
と
の
共
生
を
図

り
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
が
、
資
料
で
は
空
港
内

の
課
題
ば
か
り
で
、
地
域
共
生
と
い

う
視
点
が
弱
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

が
。A

施
設
の
老
朽
化
な
ど
施
設
面
で

の
喫
緊
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

今
後
空
港
を
運
用
し
な
が
ら
新
た
な

構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
関

係
者
皆
様
の
ご
協
力
や
ご
意
見
が
必

要
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様

と
取
り
組
む
べ
き
事
が
様
々
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
新
聞
報
道
に
よ

る
と
、
社
長
が
機
能
強
化
と
同

時
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
一
つ
に
集

約
す
る
と
発
言
し
た
よ
う
だ
が
、
財

源
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

A
一
部
報
道
に
お
い
て
、﹁
３
カ

所
に
分
か
れ
て
い
る
成
田
空
港

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
１
カ
所
に
集
約

す
る
計
画
に
関
し
、
２
０
２
９
年
３

月
に
予
定
し
て
い
る
新
滑
走
路
の
完

成
に
合
わ
せ
る
意
向
を
示
し
た
。﹂

と
記
事
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
は
、

﹁
新
滑
走
路
の
完
成
に
﹃
大
き
く
遅

れ
な
い
ほ
う
が
い
い
﹄﹂
と
発
言
し

て
お
り
、﹃
合
わ
せ
る
﹄
と
の
発
言

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
、
新

し
い
成
田
空
港
の
構
想
を
検
討
す
る

段
階
で
あ
り
、
今
後
構
想
を
具
体
化

し
た
上
で
、
時
期
や
財
源
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

住
民
目
線
・
利
用
者
目
線
で

の
取
り
組
み
を

Q
【
伊
橋
議
員
】
次
世
代
に
向
け
、

世
界
に
誇
れ
る
空
港
構
想
を

創
っ
て
欲
し
い
反
面
、
私
た
ち
住
民

に
と
っ
て
は
、
生
活
に
密
着
し
た
道

路
や
河
川
の
整
備
な
ど
の
問
題
が
置

き
去
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
県
の

掲
げ
る
﹁
実
施
プ
ラ
ン
﹂
の
進
捗
状

況
と
空
港
構
想
が
リ
ン
ク
し
て
い
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

A
人
や
物
の
流
れ
は
周
辺
地
域
と

つ
な
が
っ
て
お
り
、
世
界
に
誇

れ
る
空
港
づ
く
り
の
た
め
に
も
空
港

内
外
を
結
び
つ
け
た
地
域
と
の
一
体

的
発
展
の
た
め
の
連
携
は
重
要
で
あ

り
、﹁
空
港
周
辺
の
地
域
づ
く
り
に

貢
献
す
る
﹂
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

お
示
し
し
て
い
ま
す
。
周
辺
市
町
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
実
施
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
県

と
連
携
を
図
り
ま
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
空
港
南
側

道
路
の
ア
ク
セ
ス
整
備
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
や
、
非
常
に
分
か
り
に

く
い
空
港
内
道
路
の
レ
イ
ア
ウ
ト
改

善
を
検
討
委
員
会
で
も
し
っ
か
り
議

論
し
て
欲
し
い
が
。

A
空
港
機
能
に
関
わ
る
道
路
に
つ

い
て
も
今
後
、
意
見
交
換
を
し

て
い
く
予
定
で
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
機
能
強
化
を
見

据
え
、
騒
音
下
の
住
民
が
共
存

共
栄
で
き
る
よ
う
な
新
し
い
周
辺
対

策
交
付
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
欲
し
い
が
。

A
周
辺
対
策
交
付
金
の
交
付
は

﹁
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
法
﹂

と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
お
り
ま

す
。
更
な
る
機
能
強
化
に
際
し
て
、

交
付
金
の
算
定
方
法
が
従
来
の
発
着

回
数
実
績
か
ら
発
着
回
数
50
万
回
を

前
提
と
す
る
方
法
に
変
更
さ
れ
、
先

行
し
て
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

目
に
見
え
る
形
で
示
す
べ
き

Q
【
坂
井
議
員
】
あ
る
程
度
、
構

想
の
内
容
が
出
来
た
時
点
で
空

港
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
景
観
が
分
か

る
よ
う
な
３
Ｄ
画
像
な
ど
を
作
成
し

て
は
ど
う
か
。

A
今
後
、
構
想
を
進
め
る
中
で
皆

様
の
ご
理
解
を
深
め
て
頂
く
た

め
の
貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
お
預
か

り
い
た
し
ま
す
。

提供：成田国際空港株式会社
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令
和
４
年
11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
全
員
協
議
会
で
議
論
さ
れ
た
質
疑
の

内
容
を
報
告
し
ま
す
。

10
月
21
日

景
観
計
画
策
定
に
向
け
て

Q
【
平
山
議
員
】
成
田
空
港
の
機

能
強
化
の
影
響
で
、
芝
山
町
の

景
観
が
変
わ
る
と
思
う
が
、
町
と
し

て
ど
う
考
え
る
か
。

A
景
観
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

乱
開
発
や
自
然
環
境
の
破
壊
、

景
観
の
阻
害
な
ど
が
さ
れ
な
い
よ
う
、

制
限
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
【
平
山
議
員
】
町
内
移
転
者
に

対
し
て
も
影
響
が
出
る
と
思
う

が
、
早
め
に
制
限
内
容
や
時
期
を
決

め
て
周
知
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

A
川
津
場
地
区
に
つ
い
て
は
、
な
る

べ
く
早
く
景
観
計
画
を
策
定
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
【
坂
井
議
員
】
景
観
計
画
策
定

の
業
務
委
託
業
者
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
等
で
決
ま
る
と
思
う
が
、
い
つ
ご

ろ
の
予
定
か
。

A
来
年
度
以
降
に
詳
細
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
ま
す
。

Q
【
岩
内
議
員
】
住
民
意
見
の
聴

取
は
、
い
つ
頃
行
う
予
定
か
。

A
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
あ
る
程
度
骨
格
が
出
来
上

が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
を
行
い
ま
す
。

高
谷
川
沿
い
道
路
整
備
の
こ

れ
か
ら

Q
【
岩
内
議
員
】
住
民
説
明
会
の

日
程
と
進
め
方
は
。

A
検
討
状
況
を
踏
ま
え
年
明
け
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
地
元

に
出
向
く
な
ど
、
き
め
細
や
か
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
道
路
建
設
で
発

生
す
る
残
地
の
良
い
活
用
方
法

は
あ
る
か
。

A
道
路
線
形
や
道
路
幅
が
決
ま
れ

ば
、
利
用
方
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

住
宅
系
拠
点
整
備
事
業
、そ
れ

ぞ
れ
の
手
法
は

Q
【
實
川
議
員
】
拠
点
ご
と
の
事

業
手
法
の
違
い
と
、
手
法
選
択

の
理
由
は
。

A
川
津
場
地
区
は
、
面
積
や
地
権

者
数
が
共
に
少
な
い
の
で
、
民

間
の
開
発
行
為
を
誘
導
し
た
ほ
う
が

事
業
進
捗
と
し
て
早
い
と
判
断
し
ま

し
た
。

　

小
池
地
区
は
、
近
く
に
小
学
校
や

保
育
所
、
道
の
駅
と
い
っ
た
公
共
施

設
が
あ
り
、
今
後
の
親
水
公
園
整
備

を
踏
ま
え
、
町
施
行
の
区
画
整
理
事

業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

千
代
田
地
区
は
、
都
市
計
画
道
路

や
駅
前
広
場
な
ど
、
一
定
の
都
市
基

盤
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
計
画
地
域

内
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
地
権
者

の
意
向
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、

地
権
者
主
体
の
組
合
施
行
に
よ
る
区

画
整
理
事
業
と
し
ま
し
た
。

Q
【
實
川
議
員
】
小
池
地
区
、
千

代
田
地
区
の
現
時
点
で
の
合
意

形
成
の
感
触
は
ど
う
か
。

A
小
池
地
区
の
意
向
調
査
で
は
、

反
対
の
回
答
は
無
く
、
お
お
む

ね
賛
成
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

千
代
田
地
区
は
、
今
後
意
向
調
査

を
行
う
予
定
で
す
。

Q
【
平
山
議
員
】
千
代
田
地
区
の

区
画
整
理
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ａ
Ａ
の

新
し
い
空
港
構
想
の
内
容
に
よ
り
、

都
市
計
画
の
見
直
し
は
あ
る
か
。

議会
の
視点

R全員協議会    eportR

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
変
わ
る
景
色▲仮称『高谷川沿い道路』予定地地盤調査
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水道利用の申請後、水道メーターボックス内に水道メー
ター本体を取り付けてから基本料金が発生します

11
月
30
日

芝
山
町
職
員
定
数
10
名
増
の

１
４
０
名
に

Q
【
岩
内
議
員
】
芝
山
町
職
員
採

用
試
験
の
受
験
者
数
の
推
移
は
。

A
今
年
度
上
級
職
は
３
名
の
募
集

人
員
に
対
し
て
10
数
名
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
要
因
は
、

受
験
年
齢
制
限
を
２
歳
引
き
上
げ
た

こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

残
念
な
が
ら
初
級
職
は
募
集
定
員
に

達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q
【
實
川
議
員
】
時
間
外
労
働
の

多
い
部
署
は
。

A
突
出
的
な
部
署
は
あ
り
ま
せ
ん

が
増
加
傾
向
で
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
芝
山
町
職
員
適

正
化
計
画
の
農
水
部
門
は
﹁
類

似
団
体
と
修
正
値
比
較
で5

名
減
で

す
が
、
第
一
次
産
業
の
現
状
を
勘
案

し
現
状
維
持
の
６
名
と
し
ま
す
﹂
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。

A
水
産
業
や
林
業
が
な
い
た
め
で

す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
芝
山
町
職

員
適
正
化
計
画
の
決
裁
権
者
は
。

A
計
画
で
す
の
で
町
長
決
裁
で
す
。

A
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
位
置
、
道
路
の
ア

ク
セ
ス
な
ど
、
空
港
構
想
に
よ

り
都
市
計
画
を
見
直
す
可
能
性
は
あ

り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
の
進
捗
は

Q
【
岩
内
議
員
】
水
道
管
本
管
か

ら
各
家
庭
へ
の
引
き
込
み
管
設

置
工
事
は
、
町
の
負
担
か
。

A
申
請
者
︵
水
道
利
用
者
︶
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
川
津
場
地
区
、

菱
田
地
区
の
移
転
者
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
水
道
加
入
の
意
向
確
認

を
す
る
の
か
。

A
移
転
者
が
確
定
し
た
ら
、
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
【
伊
橋
議
員
】
浄
水
場
建
設
計

画
で
の
災
害
に
よ
る
停
電
時
の

対
応
策
は
。
ま
た
、※
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た
場
合
、
使
用

し
て
い
な
く
て
も
基
本
料
金
は
取
ら

れ
る
の
か
。

A
停
電
時
の
対
応
策
と
し
て
、
自

家
発
電
設
備
設
置
の
検
討
を
し

て
い
ま
す
。
基
本
料
金
は
、
水
道
使

用
の
申
し
込
み
後
と
な
る
の
で
、
水

道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
だ
け
で

は
基
本
料
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
を

芝
山
か
ら

　

航
空
科
学
博
物
館
敷
地
内
に
あ

る
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
建
物
を
改
修
し
た

﹁
空
飛
ぶ
学
び
舎
ラ
ボ
﹂
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
株
式
会
社

Ｊ
Ｍ
Ｒ
Ｓ
が
、
航
空
・
空
港
を
活
用

し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
を
行
い
た
い
学

校
や
、
航
空
業
界
で
働
き
た
い
大
学

生
・
専
門
学
生
を
対
象
に
実
体
験
を

通
じ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
こ
と

で
日
本
全
国
か
ら
﹁
航
空
教
育
の
聖

地
﹂
と
し
て
芝
山
町
に
人
を
呼
び
込

む
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
航
空
科
学
博
物
館
、
ひ

こ
う
き
の
丘
、
空
の
駅
﹁
風
和
里
﹂、

水
辺
の
里
な
ど
の
ス
カ
イ
パ
ー
ク
芝
山

の
中
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲昨年の１０月１日にオープニング
セレモニーが挙行されました

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
職
員
定
数

10
名
増
は
町
長
公
約
で
あ
る
機

構
改
革
の一環
な
の
か
。

A
様
々
な
事
業
を
精
査
し
現
状
に

合
わ
せ
た
増
員
で
す
。
機
構
改

革
は
令
和
６
年
度
か
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

保
育
士
に
３
万
円
の
手
当
支
給

Q
【
坂
井
議
員
】
保
育
士
の
給
与

月
額
の
調
整
に
つ
い
て
周
辺
自

治
体
に
比
べ
給
与
水
準
を
上
げ
る
と

あ
る
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。

A
郡
内
や
成
田
市
と
比
較
し
ま
し

た
。
対
象
範
囲
は
会
計
年
度
任

用
職
員
で
あ
り
、
私
立
の
保
育
所
と

は
比
較
し
て
い
ま
せ
ん
。

Q
【
實
川
議
員
】
道
路
橋
梁
費
増

額
補
正
の
具
体
的
な
内
容
は
。

A
京
カ
ン
ト
リ
ー
前
か
ら
山
田
地
区

に
向
か
っ
て
下
り
坂
８
０
０
ｍ
の

改
修
工
事
で
す
。

Q
【
伊
橋
議
員
】
国
道
２
９
６
号

川
津
場
地
先
の
交
差
点
の
轍わ
だ
ちが

深
く
、
改
修
要
望
が
地
元
か
ら
出
て

い
る
が
。

A
以
前
に
成
田
土
木
事
務
所
と
の

事
務
の
調
整
会
議
で
要
望
し
て

い
ま
す
が
、
再
度
申
し
入
れ
し
ま
す
。
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　トンネル工事の現場の山の地質は、粒子が細かい「砂質
土」という砂で成り立ち、さらにトンネル上部から地表ま
での距離（土

ど か ぶ
被り）が平均 10 ｍと浅いため、非常に崩れ

やすく、流砂現象による崩落や陥没の危険性があるため、
安全を最優先にした掘削工法を採用しています。
　工法としては、地質に合わせた補強材となる薬剤を鋼管
でトンネル上部に注入し、天井の崩落を防止した上で、ト
ンネルの壁面もコンクリートで固めながら機械で掘り進め
ていきます。また、掘り出した砂は、他の区間の盛り土と
して再利用されています。
　現場での作業員も、常に命の危険と隣り合わせなので、
作業中もお互い大声での声掛けを徹底し、一つ一つの作業
を確実かつ丁寧に行いながら、安全管理に最善を尽くして
います。
　このように、コスト面を含めた最適な工法と、命を守る
絶対的な安全策といった様々な要素のバランスをとりなが
ら、2024 年度末開通へ向けて工事が進められています。

Vol. ３
Machi Kisha

しばやま町議会記者クラブこちら

　これまで芝山町議会が早期開通の要望活動を続けてきた、圏央道の大栄・横芝
区間で、いよいよ着工された殿部田地区の仮称「芝山トンネル」。工事の内容や、
現場の様子など、どこよりも早く皆様にお伝えいたします。

■間もなく繋がる
　圏央道のラストピース
　首都圏中央連絡自動車道（以後「圏央道」）は、千葉県・
東京都・神奈川県・埼玉県・茨城県を環状に結ぶ高速道
路で、首都圏の物流網を担う一方、都心部への交通の分
散の役割も持っています。
　圏央道は大栄～横芝区間を除いては、そのほとんどが
2020 年までに開通しており、圏央道東側の区間の中で
は、残された最後の区間として供用の開始が望まれてい
ました。東日本高速道路株式会社（NEXCO 東日本）は、
2019 年３月に本体工事に着手し、昨年本体の一部であ
る殿部田地区のトンネル掘削工事を始めました。

■工区最大の難所
　トンネル工事は、掘削に時間を要するため、２４時間
体制で掘削しています。工事に伴い、大きな作業音が出
ることから、近隣の住民の方への配慮も怠らず、現場で
は防音シートを張って作業を進めています。

■工事現場の"今"を発信
　私たち議会として、これまでに圏央道の早期開通を要望
してまいりましたが、今回、圏央道の工事現場を取材させ
ていただき、作業工程や安全対策、そこに携わる方々の熱
意など、緊張感に包まれた現場の空気を肌で感じることが
できました。これからも私たち議会だより編集委員は、工
事の進捗や現場の声を直接取材し、町民の皆さんへ発信し
てまいります。

▼慎重に慎重を重ねながら作業が進む現場 

Vol. ３
Machi Kisha

▲芝山トンネル南抗口部
　上：令和3年10月、下：令和５年１月撮影
　提供　NEXCO東日本（ ）
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【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて６０分以内と
されており、一つの項目に関して再質問は２回までとされています。

※第４回定例会の傍聴者は９人でした。

實川嘉一實川嘉一議員議員
・９月定例会の一般質問について・９月定例会の一般質問について
・公共交通について・公共交通について
・有害鳥獣対策・有害鳥獣対策

P11

伊橋寿夫伊橋寿夫議員議員
・騒音対策・騒音対策
・SDGsの推進・SDGsの推進
・公共交通について・公共交通について
・小・中学校の教職員の勤務状況について・小・中学校の教職員の勤務状況について
・公立中学校部活動の地域移行について・公立中学校部活動の地域移行について

P10

坂井慶子坂井慶子議員議員
・子育て支援事業の進捗と来年度の計画について・子育て支援事業の進捗と来年度の計画について
・「芝山町地域公共交通計画」策定に向けた事業・「芝山町地域公共交通計画」策定に向けた事業
の進捗状況の進捗状況

P12

成
功
の
反
対
は

何
も
し
な
い
こ
と
』

挑
戦
だ
！

さ
ぁ
、

第４回定例会では３名の議員が登壇し、町民の想いを形にするため、町に質問を投げかけました。
原稿は質問者本人が作成しています。

【一般質問】

※第４回定例会の傍聴者は９人でした。

一般質問
photo/ 二十歳の式典

﹃

恩
師
の
言
葉
よ
り
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【
町
長
】
当
町
に
お
い
て
は
、

第
５
次
芝
山
町
総
合
計
画
及
び

第
２
次
芝
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
各
施
策

や
取
り
組
み
に
関
連
の
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
や
取
り
組
み
に
お
い
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら

施
策
事
業
を
展
開
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。

芝
山
町
地
域
公
共
交
通
会
議
の

進
捗
状
況
は
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
芝
山

町
地
域
公
共
交
通
計
画
を
２
ヶ

年
で
策
定
予
定
で
あ
り
、
本
年
は
住

民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
、

関
係
機
関
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

に
よ
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
整
理
、
分

析
し
、
将
来
的
な
公
共
交
通
の
目
指

す
べ
き
方
向
性
の
素
案
ま
で
を
作
成

す
る
予
定
で
、
現
時
点
に
お
い
て
は

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
始
め
と
す

る
様
々
な
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
に
お
け
る
公
立
中
学
校
部
活

動
の
地
域
移
行
の
考
え
方
を
受

け
、
当
町
の
今
後
の
進
め
方
は
。

【
教
育
長
】
当
町
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
の

町
総
合
教
育
会
議
で
部
活
動
の
地
域

移
行
を
協
議
し
て
い
ま
す
が
、
移
行

に
関
す
る
課
題
が
多
く
、
町
単
独
で

の
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ
る
と
い

う
結
論
に
至
っ
て
い
ま
す
。

10
月
末
時
点
で
は
申
請
受
付
件
数

２
２
１
件
、
工
事
完
了
件
数
は
94
件

に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
窓
設
置
工
事

に
つ
い
て
は
、
工
事
認
定
は
さ
れ
て

い
る
も
の
の
設
計
待
ち
件
数
が
当
町

だ
け
で
な
く
、
他
市
町
で
も
多
く

な
っ
て
お
り
、
工
事
の
需
要
に
対
し

て
設
計
業
者
の
供
給
が
追
い
付
い
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
、
構
成

市
町
や
関
係
機
関
と
協
力
し
業
務
の

円
滑
化
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

地
方
自
治
体
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取

り
組
み
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、

今
後
の
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
行

す
る
地
方
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な

事
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

『一般質問』

伊橋 寿夫 議員
（地方自治研究会）

（所要時間58分）

内
窓
設
置
事
業
及
び
既
存
防
音

工
事
の
充
実
策
に
つ
い
て
は

２
０
１
８
年
３
月
開
始
よ
り
丸
４
年

の
歳
月
が
過
ぎ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
取
り
組

み
は
。【企

画
空
港
政
策
課
長
】
芝
山

町
内
お
け
る
内
窓
設
置
工
事
対

象
件
数
は
１
０
１
６
件
、
令
和
４
年

これからの
　　　芝山町

HISAO IHASHI

内
窓
対
策
地
域
へ
の
対
策

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
は

当
町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
は

今
後
の
公
共
交
通
の
方
向

性
は

公
立
中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
は
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芝
山
町
有
害
獣
防
護
柵
設
置
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
が
定
め
ら

れ
た
が
申
請
は
あ
っ
た
か
。

【
町
長
】
２
件
の
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。

芝
山
町
有
害
獣
防
護
柵
設
置
事

業
補
助
金
額
の
上
限
額
2
万
円

の
設
定
理
由
は
。

【
町
長
】
資
材
等
の
価
格
及
び

近
隣
市
町
の
制
度
を
参
考
に
設

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
増
額
の
要
望

が
多
く
あ
れ
ば
再
検
討
し
ま
す
。

芝
山
町
有
害
獣
防
護
柵
設
置
事

業
補
助
金
を
農
業
者
だ
け
で
な

く
全
町
民
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
ま
ず
は
多
く
の
農
業

者
に
活
用
い
た
だ
き
、
対
象
者

の
拡
大
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

實川 嘉一 議員
（眞人）

（所要時間56分）

『一般質問』

空
港
周
辺
対
策
交
付
金
・
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
の
使
途

公
表
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
11
月
末
に
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し
た
。

※
交
通
結
節
点
に
つ
い
て
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
交
通
機
関
の
乗
り
換

え
機
能
と
地
域
の
に
ぎ
わ
い
機

能
を
併
せ
持
つ
施
設
と
考
え
ま
す
。

理
想
の
交
通
結
節
点
は
ど
こ
か
。

【
町
長
】
小
池
の
拠
点
に
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
し
ま
す
。

小
池
ま
で
芝
山
鉄
道
を
延
伸
さ

せ
る
調
査
、
研
究
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
芝
山
鉄
道
の
運
営
状

況
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
芝
山
鉄
道
㈱
の
中
で
は
そ
の
よ

う
な
議
論
が
で
き
る
環
境
で
は
な
く
、

今
現
在
、
公
共
交
通
会
議
に
諮
問
し

て
お
り
ま
す
。

年
齢
別
の
意
見
交
換
会
の
開
催

は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
同
世
代
の
方
々
で
す

と
、
視
点
が
似
た
よ
う
に
な
り

新
た
な
気
づ
き
が
生
ま
れ
に
く
く
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
し
ま
す
。

﹁
新
し
い
成
田
空
港
﹂
構
想
が

検
討
に
入
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

集
約
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
だ
が
新

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
出
来
る
で
あ
ろ
う
鉄

道
駅
に
芝
山
町
の
公
共
交
通
が
自
由

に
乗
り
入
れ
で
き
る
よ
う
検
討
で
き

な
い
か
。

【
町
長
】
芝
山
町
地
域
交
通
会

議
に
お
い
て
、
鉄
道
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

現
在
は
規
制
が
あ
る
と
思
う
が
、

近
隣
市
町
の
公
共
交
通
は
成
田

空
港
駅
に
乗
り
入
れ
で
き
る
よ
う
に

提
案
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
新
し
い
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
芝
山
か
ら
公
共
交
通
で
直
接

行
け
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
は
自
宅
玄
関
か
ら

　
　
　
　
全
国
・
世
界
へ

KAICHI JITSUKAWA

鳥
獣
被
害
防
止
を
全
町
に

情
報
公
開
は
迅
速
に

【交通結節点】バスのほか、電車やタクシー、自動車、自転車など
さまざまな交通手段の接続が行われる乗り換え拠点のことです

「
芝
山
町
地
域
公
共
交
通

計
画
」
を
策
定
中

▲芝山町唯一の交通結節点
「芝山鉄道・芝山千代田駅」
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て
も
ら
え
る
よ
う
な
交
流
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
、
現
場
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
考
え
ま
す
。

病
児・病
後
児
保
育
に
つ
い
て
、

６
月
定
例
会
の
答
弁
で
は
多
古

町
と
の
共
同
事
業
実
施
の
可
能
性
に

触
れ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

【
町
長
】
多
古
病
児
保
育
所
の

利
用
が
可
能
か
ど
う
か
、
そ
の

場
合
に
ど
の
事
業
の
実
施
が
で
き
る

の
か
な
ど
、
多
古
町
と
の
協
議
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

保
育
所
再
編
計
画
の
状
況
は
。

【
町
長
】
町
の
保
育
所
の
統
合

手
法
を
、「
小
池
地
区
拠
点
創

出
事
業
地
内
に
移
転
改
築
」
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
施
設
整
備
の
条
件
の

検
討
を
行
い
改
築
に
向
け
た
基
本
構

想
、
基
本
計
画
案
を
ま
と
め
ま
す
。

12
月
中
に
第
1
回
目
の
検
討
委
員
会

が
開
催
予
定
で
す
。

10
月
に
行
わ
れ
た
﹁
公
共
交
通

に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
﹂
の
回
答
状
況
は
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
3
種

類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
①
15

歳
以
上
無
作
為
抽
出
の
対
象
者

３
８
３
９
名
中
、
１
３
８
１
名
の
解

答
で
35.

97
％
、
②
高
校
生
等

１
６
１
名
中
、
73
名
の
解
答
で

45.

34
％
、
③
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー

利
用
者
４
０
０
名
中
、
１
９
３
名
の

解
答
で
48.

25
％
で
し
た
。

エ
リ
ア
別
意
見
交
換
会
で
の
意

見
を
担
当
課
と
し
て
ど
う
分
析

す
る
か
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
頂
い

た
ご
意
見
か
ら
は
、
交
通
結
節

点
、
空
港
、
広
域
連
携
、
受
益
者
負

担
、
道
路
整
備
な
ど
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

る
時
間
が
持
て
る
」、「
生
活
に
メ
リ

ハ
リ
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
」「
支

援
員
や
他
の
利
用
者
の
方
と
の
交
流

で
育
児
へ
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
軽

減
に
つ
な
が
る
」
と
い
っ
た
声
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座
で
、
子

育
て
経
験
の
あ
る
高
齢
者
な
ど

と
世
代
間
交
流
が
出
来
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。
子
育
て

中
の
保
護
者
に
対
し
て
地
域
交
流
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
も
セ
ン
タ
ー
の

役
割
の
一
つ
だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】
核
家
族
が
増
え
る
中
、

小
さ
な
お
子
様
に
と
っ
て
は
貴

重
な
時
間
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
一
方
で
、
世
代
間
交
流
か
ら
距
離

を
取
り
た
い
場
合
も
あ
る
な
ど
、
個

人
ご
と
に
異
な
っ
た
状
況
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
で
の
子

育
て
の
関
わ
り
方
、
考
え
方
を
知
っ

『一般質問』

坂井 慶子 議員
（創芝会）

（所要時間52分）

新
施
設
に
移
設
し
た
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の
反
応

は
。【

町
長
】
移
設
後
の
1
日
当
た

り
の
平
均
利
用
者
数
は
若
干
伸

び
て
い
ま
す
。「
子
供
が
広
い
空
間

で
楽
し
く
遊
べ
る
」、「
母
親
自
身
も
、

家
に
い
る
時
よ
り
子
供
と
深
く
関
わ

子育て施策充実へ
　具体策を
　　　押し進めよ

KEIKO SAKAI

町
の
未
来
を
運
ぶ

公
共
交
通

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
は

し
っ
か
り
進
め
て
、

子
育
て
施
策
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令和４年第４回定例会で審議した議案とその結果議員の賛否を公開 ※議長は採決に加わりません。

議案 
番号

上程された
議案・概要・結果 

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤欠
番⑦⑧⑩⑪⑫

⑨
議
長

決議
結果

大
木
浩
司

岩
澤
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

空
席

岩
澤
達
弥

伊
橋
寿
夫

戸
井
沢
夫

内
田
白
民

平
山　
弘

小
嶋
秀
樹

専決処分の承認

第１号
令和４年度芝山町一般会計補正予算（第４号）
（新型コロナウイルスワクチン接種事業及び体制確保事
業、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充
当事業に要する予算の専決処分）

可決 
賛（8）・否（0） 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 令和４年度芝山町一般会計補正予算（第５号）
（価格高騰緊急支援給付金事業に要する予算の専決処分）

可決 
賛（8）・否（0） P3 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の制定

第３号

芝山町公営企業の設置等に関する条例の制定
（芝山町農業集落排水事業、公共下水道事業、共同浄化槽
事業及び簡易水道事業について、令和５年度から地方公営
企業法の財務規定等を適用し、官庁会計から公営企業会計
に移行するため、新たに制定するもの）

可決 
賛（８）・否（0） P3 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第４号

芝山町職員定数条例の一部を改正する条例の制定
（成田空港の更なる機能強化の推進、行政課題への取組及
び住民サービスを向上させるため、また、町民税務部門、ま
ちづくり部門、福祉部門及び教育部門等を強化する必要が
あるため、職員定数を130名から140名に改めるもの）

可決 
賛（５）・否（３） P3,7 欠 欠 ○ ○ × － × × ○ ○ ○ －

第５号
芝山町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定
（地方公務員法等の改正を踏まえ、職員の定年を65歳まで
引き上げるとともに、管理監督職勤務上限年齢制及び定年
前再任用短時間勤務制を導入するため改正するもの）

可決 
賛（８）・否（0） P3 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定
（地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴い関係条
例の整備を行う必要があるため、所要の改正をするもの）

可決 
賛（８）・否（0） 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号

一般職の職員の給与に関する条例及び芝山町会計年度任
用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定
（現在、保育所において会計年度任用職員が募集人員に対
して応募者が少ないこと、また他の市町村へ流出してしまう
ことで、保育所運営に問題が生じているため、周辺自治体に
比べ給与水準を上げることで保育士の確保及び保育維持を
目的として改正するもの）

可決 
賛（８）・否（0） P3,7 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度補正予算

第８号

令和４年度芝山町一般会計補正予算（第６号）
（町内全域路線維持補修事業、自立支援事業、地籍調査
等業務委託料、光熱水費、会計年度任用職員に係る共済
組合負担金等7643万2000円を増額し、総額61億6142
万3000円とする）

可決 
賛（８）・否（0） P3,7 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号
令和４年度芝山町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
（芝山クリーンセンター維持管理業務委託料297万3000
円を増額し、総額2億6725万6000円とする）

可決 
賛（８）・否（0） 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号
令和４年度芝山町介護保険特別会計補正予算（第２号）
（地域密着型介護サービス給付金460万円を増額し、総
額9億4457万2000円とする）

可決 
賛（８）・否（0） 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第11号
令和４年度芝山町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
（総合事務組合負担金69万9000円を増額し、総額1億
3546万4000円とする）

可決 
賛（８）・否（0） 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

追加議案（人事案件）

第１号
芝山町固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同
意を求めることについて
（令和４年12月20日に任期満了となる芝山町固定資産評価
審査委員会委員の選任について同意するもの）

同意 
賛（８）・否（0） 欠 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －
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▲ 国土交通省千葉国道事務所の小島所長に決議書を手渡す正副議長

　平成16年に国において制定された「景観法」―。そ
れは「景観」そのものの整備・保全を目的とする我が
国初めての総合的な法律で、これにより地方自治体が
「景観行政団体」となり、「景観計画」を策定すること
で独自に景観まちづくりを進めることが出来るようにな
りました。
　芝山町の「都市計画マスタープラン」では、成田空港
の更なる機能強化に伴う移転対象者の新規住宅地整
備や、良好な住環境を生み出すためのインフラ整備と
ともに、既存の田園風景や歴史を感じさせる景観の適
正な保全・管理を促進し、後世に伝えていくこととして
います。
　今回、芝山町が景観行政を推進するにあたり、千葉
県の県土整備部都市整備局公園緑地課より講師を招
き、議会・庁内関係部局で勉強会が開かれました。
　講座の中では、景観法や計画の概要説明から始まり、
景観まちづくりの効果や活用法など様々な先進事例が
紹介され、理解を深めることが出来ました。
　これからの芝山町の多種多様な景観資源を活かした
魅力あるまちづくりに繋げて行きたいと思います。

11 月 2 日　景観計画策定に向けた勉強会
美しい町並みは皆の大切な共有資産

　2024年度の供用開始に向け、すでに
芝山町・多古町において本体工事が着々
と進む首都圏中央連絡自動車道(大栄・
横芝区間)について、両町の議会が足並
みをそろえ、早期完成に関する決議書と
地域の意見書を事業主体である国土交通
省千葉国道事務所、東日本高速道路株式
会社(NEXCO 東日本)関東支社千葉工
事事務所に提出しました。

11月21日　芝山町議会・多古町議会
連絡協議会要望活動

遅滞なく早期の全線開通を

・美しい町並みの保全・創出
・住民の意識啓発
・地域固有の文化の継承
・地域固有の自然環境の保護

・まちの人気向上
・交流人口・定住人口の増加
・経済の活性化
・地元への愛着の向上

景観への取り組み

波及効果

景観計画策定による
主なメリット

News
  and
Topics

町の消防活動に大きく貢献

▲ 勉強会の様子
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活動報告

成人としての新たな船出に
　１月８日、芝山文化センターにて芝山町
二十歳の式典が執り行われました。今年
20歳になった64名が、晴れ着姿でそれぞ
れの再会を喜び、かつての恩師と学生時
代を振り返っていました。
　議会を代表して、小嶋議長が「新しい
出会いを大切にし、信頼と絆を深め、それ
ぞれのステージで活躍してほしいです。」
と述べた上で、サッカー選手であるリオネ
ル・メッシとロベルト・バッジョの言葉な
どを挙げ、「努力と挑戦をし続けることが、
やがて大きな実を結ぶと信じて人生を歩
んでほしい。」と、20歳の節目を迎えた若
者にエールを送りました。

１月８日　二十歳の式典

町の消防活動に大きく貢献
　３年ぶりの開催となった消防出初式。雨天の
為、芝山文化センターで表彰式のみの挙行とな
りましたが、町内全域から多くの消防団員と東

１月 15 日　出初式

▲消防団員として、町の安全に心を込めて敬礼

消防署芝山分署の消防署員が参加しました。
表彰式では、25人が表彰を受け、長年に渡る
消防活動の功績を称えられました。

▲ 壇上で祝辞を述べる小嶋議長



議
会
だ
よ
り

№
138  February

2023
令
和
５
年
２
月
１
日
発
行

発
行
／
千
葉
県
芝
山
町
議
会
  編
集
／
芝
山
町
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

発
行
責
任
者
／
芝
山
町
議
会
議
長
 小
嶋
秀
樹

〒
289-1692 千

葉
県
山
武
郡
芝
山
町
小
池
992

TEL 0479-77-3922 FA
X 0479-77-2463

E-m
ail：gikai@

tow
n.shibayam

a.lg.jp
HP:http://w

w
w
.tow

n.shibayam
a.lg.jp

　
令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
て
か
ら
早
く
も
ひ

と
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動

制
限
が
緩
和
さ
れ
、
正
月
の
初
詣
の
参
拝
客
や

年
末
年
始
の
空
港
利
用
者
な
ど
、
各
地
で
人
出

も
多
く
な
り
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
昔
か
ら
﹁
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
﹂
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
年
の
初
め
、
今
ま
で

の
反
省
を
含
め
て
そ
の
年
の
計
画
を
し
っ
か
り

立
て
、
実
現
す
る
よ
う
に
過
ご
す
こ
と
が
、
充

実
し
た
１
年
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
芝
山
町
は
今
、
新
し
い
時
代
に
向
か
う
大
き

な
流
れ
の
中
に
あ
り
ま
す
。
空
港
の
機
能
強
化

等
に
伴
い
、
様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
事
業
の
全
て
に
は
綿
密

な
検
討
と
計
画
が
あ
り
、
進
め
ら
れ
て
い
く
も

の
で
す
。
私
た
ち
の
議
員
任
期
も
あ
と
１
年
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
内
容
や

進
捗
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
議
論
を
重
ね
、

地
方
創
生
と
い
う
大
き
な
目
標
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
職
務
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
員
の
本
分
の
ひ
と
つ
で

あ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
す
べ
く
、
質
疑
を

中
心
に
報
告
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
会
議
、

委
員
会
、
全
員
協
議
会
な
ど
、
訴
求
力
の
あ
る

内
容
を
分
か
り
や
す
く
載
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見
を
町
政
や
議
会
だ
よ
り

に
も
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 22

Ｑ どんなきっかけで、芝山町に
やって来ましたか？
結婚を機に妻の実家がある芝山町に
千葉市から移住してきました。

Ｑ芝山町の印象は？

Ｑ芝山町での生活はどうですか？

元々住んでいた場所が人の多く住む
住宅街だったので、芝山町に住み始
めた当初は家の周りの静けさに驚き
ました。

最初は移動手段が車しか無かったの
で戸惑いましたが、生活に慣れてく
ると、ゴルフ場も近くて趣味のゴル
フも楽しめましたし、周りの静けさ
が心地よくなりました。

Ｑ町に望むことは？
近隣の市町で花がたくさん植えてあるところを見て、管理が大変かも
しれませんが、芝山町でも町中にもう少し花を目立つように植える
と、景観がもっと良くなり、町の印象も良くなるのかなと思います。
それと、夜間の街灯の数が今よりも増えると、防犯面でも安心します
ね。

花に出会える町って魅力的ですよね。

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和５年第１回芝山町議会
定例会のお知らせ
３月８日
23日

開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編
集
後
記

㈬から
㈭

本
もとはし

橋 明
あきら
さん

　　　弘
ひ ろ こ

子さん
（境）


